
H28予算
（千円）

H29予算
（千円）

Ｈ28決算
（千円）

Ｈ29決算
（千円）

第２節
生態系・鳥類

8,314 7,541

7,907

16,787 2,160

16,712

- -

-

6,317 2,737

2,102

第３節
漁業

１　豊かな漁場への改善の取組
（農林水産部水産局漁業資源課）

 ・引き続き、漁業者、地元市及び県が協力し
て漁場改善に取り組みます。
・漁場改善効果を把握するため、漁業者と共
同で底質及び生物等のモニタリング調査を継
続します。

・過去に実施した覆砂場所について、漁業者と連携
したモニタリング（底質調査、生物調査）を実施す
るとともに、東京湾北部浅海漁場再生事業連絡協議
会の運営を支援し、漁場再生事業の計画的かつ効率
的な推進に取り組んでいます。
・漁業者グループが行う干潟保全活動（覆砂、海底
耕うん、害敵生物の駆除等）を支援しています。

２　三番瀬の自然環境の調査
　　（環境生活部自然保護課）

・三番瀬自然環境総合解析による分析結果を
踏まえ、調査の方法や実施時期等について検
討していきます。

・三番瀬自然環境の把握のため鳥類経年調査を実施
しています。

３　生物多様性の回復のための
　目標生物種の選定
　　（環境生活部自然保護課）

・引き続き、目標生物候補種の生息状況等に
ついて情報収集に努めるとともに、目標生物
種の選定に向け、関係者の合意形成に努めて
いきます。 ・目標生物候補種の生息状況等についての情報収集

に努めています。

１　行徳湿地の保全と利用
　　（環境生活部自然保護課）

・三番瀬の後背湿地として貴重な干潟域を保
全するため、引き続き淡水供給や水路補修、
草刈りなどの湿地環境の維持管理を実施して
いきます。
・「行徳湿地の将来像」に示された具体的な
整備手法について検討を進め、可能なところ
から実施することにより、湿地環境の改善や
より一層の利用の促進を図っていきます。

・淡水供給や水路補修、草刈りなどの湿地環境の維
持管理を実施しています。

平成29年度三番瀬に係る事業票

第3次事業計画に
おける節番号

第3次事業計画における事業名
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今後の方向性）
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H28予算
（千円）

H29予算
（千円）

Ｈ28決算
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第3次事業計画に
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3,981 2,792

3,885

4,187 4,566

3,991

24,000 15,000

22,232

- -

-

第４節
水・底質環境

１　海老川流域の健全な水循環系
　の再生
　　（県土整備部河川環境課）

・「海老川流域水循環系再生第三次行動計
画」の計画期間が平成27年度で終了したこと
から、目標の達成状況等を整理・検証の上、
「第四次行動計画」を策定し、引き続き、流
域市や地域住民等と連携して、海老川流域の
健全な水循環系の再生のための総合的な施策
を促進します。

・海老川流域水循環系再生第三次行動計画における
目標の達成状況等を整理・検証し、「第四次行動計
画」の策定に向けて検討を行います。
・公民館や環境イベントで海老川水循環再生に係る
啓発ポスターを展示しました。また、海老川流域で
開催される海老川市民親水まつり等でパンフレット
等の配布を行いました。

２　真間川流域の健全な水循環系
　の再生
　　（県土整備部河川環境課）

・引き続き、流域市や地域住民等と連携・協
働して、緑地の保全・回復、雨水浸透施設の
普及等の真間川流域の健全な水循環系の再生
のため総合的な施策を促進します。

・真間川流域において、地下水位及び湧水量を調査
しました。
・真間川流域水循環系再生行動計画の進捗状況の確
認や、同計画に基づく総合的な施策の促進のため、
水循環系再生担当者会議を年1回開催します。

２　ノリ養殖業・貝類漁業対策
（農林水産部水産局漁業資源課）

・今後も三番瀬の漁場特性や環境変化に対応
した漁場の行使やノリ網の管理方法など、養
殖管理技術の向上と改善の指導を継続してい
きます。また、新品種の普及・開発に引き続
き取り組んでいきます。
・アサリ生産の維持・増大対策として、網袋
の効果を検証するとともに、漁業者と連携し
たアサリ等の資源調査を継続し、調査データ
に基づくアサリ生態及び資源変動要因の研究
を進めていきます。
・引き続き、ハマグリ種苗の育成技術開発に
取り組んでいきます。

・三番瀬の漁場特性や環境変化に対応した漁場の行
使やノリ網の管理方法など、養殖管理技術の向上と
改善の指導を継続しています。また、新品種の普
及・開発に引き続き取り組んでいます。
・アサリ生産の維持・増大対策として、網袋による
育成試験を指導するとともに、漁業者と連携したア
サリ等の資源調査を継続し、調査データに基づくア
サリ生態及び資源変動要因の研究を進めています。
・引き続き、ハマグリ種苗の育成技術開発に取り組
んでいます。

３　漁業者と消費者を結ぶ取組の
　推進
　　（農林水産部水産局水産課）

・漁業者と消費者の結びつきを深めるため、
魚食普及促進に向け各種パンフレット等の配
布や「千葉ブランド水産物」への認定に向け
た取組及び認定後の認知度向上や販売促進の
取組支援等を継続的に実施していく中で、引
き続き、三番瀬の漁業に関わる様々な情報発
信を支援していきます。

・伊勢丹松戸店の「千葉県フェア（6月開催）」にお
いて、平成27年度にブランド認定した「江戸前船橋
瞬〆すずき」の試食販売を実施し、PRしました。



H28予算
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H29予算
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300,000 260,000

157,290

20,957 19,356

13,795

1,468 1,468

0

9,032,088 6,828,976

7,680,903

- -

-

６　下水道の整備
  （県土整備部都市整備局
   下水道課）

・江戸川第1終末処理場の早期の供用開始を図
るため必要な施設を集約して配置し、この区
域を第１期区域として重点的に整備します。
なお、供用開始は、平成32年度を目標にして
います。

・江戸川第１終末処理場の水処理第１系列等の工事
を実施しています。

７　青潮関連情報発信事業
　　（環境生活部水質保全課）

・今後も、東京湾に青潮が発生した場合に、
水質調査等を実施して範囲や程度を確認し、
迅速に関係機関に情報提供を行ってまいりま
す。

・29年度は、6月14日～6月15日、6月19日～6月21
日、7月27日～8月1日、8月3日～8月7日、8月16日～8
月21日、8月28日～8月29日、9月1日～9月4日、10月
16日～10月20日の8回青潮の発生を確認し、県漁業資
源課、海上保安庁等の関係機関に情報提供を行いま
した。

４　産業排水対策
　　（環境生活部水質保全課）

・引き続き、水質汚濁防止法における特定施
設の設置事業場に対し、定期的な立入検査を
実施し、改善指導等を行っていきます。
・第8次東京湾総量削減計画を策定し、汚濁負
荷量を削減するとともに、関連事業場に対し
て水質汚濁防止の徹底を求めていきます。

・水質汚濁防止法における特定施設の設置事業場に
対する立ち入り検査を行い、工場・事業場排水の汚
濁物質の削減対策に努めています。
H29延立入検査数：817件（採水立入653件、構造立入
164件）（見込み）
・第8次東京湾総量削減計画を策定し、化学的酸素要
求量（COD)、窒素、りんの負荷量の削減に取り組ん
でいます。

５　流域県民に対する啓発
　　（環境生活部水質保全課）

・引き続き、東京湾の水質浄化についての理
解と協力を得るために、広報・啓発活動を
行っていきます。
・第8次東京湾総量削減計画を策定し、負荷量
の削減に努めます。

・幕張メッセで開催された「エコメッセ2017inち
ば」に出展し、「東京湾のいきもの展示」や「貝類
による水質浄化実験」等を行うことによって、子ど
もたちを含む県民の方の水質改善に対する意識の高
揚を図りました。
・第8次東京湾総量削減計画を策定し、化学的酸素要
求量（COD)、窒素、りんの負荷量の削減に取り組ん
でいます。

３　合併処理浄化槽の普及
　　（環境生活部水質保全課）

・合併処理浄化槽への転換の促進に重点を置
くとともに、より高性能な浄化槽の普及が図
られるよう、引き続き流域市町村が実施する
浄化槽の設置促進事業に対する助成を行って
いきます。

・市町村が行う合併処理浄化槽設置促進事業に対
し、補助金の交付を行っています。
H29助成実績：設置補助1,328基（転換補助1,015基）
（見込み）



H28予算
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H29予算
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4,882 4,878

4,861

206,780 175,780

187,459

- -

-

- -

-

- -

-

第６節
三番瀬を活かした
まちづくり １　三番瀬を活かしたまちづくり

　の促進
　　（環境生活部環境政策課）
　　（県土整備部関係各課）

・引き続き地元市が進める三番瀬を活かした
まちづくりを、関係各課が地元市と情報交換
を行い、必要に応じ助言を行う等の支援して
いきます。 ・地元市との情報交換会等を通じて情報共有を図っ

ています。

第７節
海や浜辺の利用

１　ルールづくりの取組
　　（環境生活部環境政策課）

・ルールづくりの取組については、引き続
き、関係機関と意見交換を行いながら、三番
瀬の利用に係る施設等の情報を収集するとと
もに、必要に応じて、漁業者、地域住民、利
用者等の参加のもとで、利用形態に応じた新
たなルールづくりのための調整等を行いま
す。

・関係機関から三番瀬の利用に係る施設等の情報を
収集しています。

８　貧酸素水塊情報の高度化
（農林水産部水産局漁業資源課）

・引き続き、漁業者と共同して観測を実施
し、沿岸浅海域を含めた高精度の貧酸素水塊
情報を提供していきます。
・青潮被害軽減シミュレーションシステムの
開発に着手するなど、具体的な貧酸素水塊対
策として想定される漁場環境改善手法やその
実施時に必要となる指標の検討に取り組みま
す。

・漁業者と共同で観測を実施し、沿岸浅海域を含め
た高精度の貧酸素水塊情報を提供しています。
・青潮被害軽減シミュレーションシステムの開発に
取り組んでいます。

第５節
海と陸との連続性・
護岸

１　市川市塩浜護岸改修事業
　　（県土整備部河川整備課）

・引き続き、護岸整備懇談会の意見を踏ま
え、背後地のまちづくり計画、海と陸との自
然な連続性に配慮しつつ、地域住民の利用や
生態系に配慮した護岸改修を行います。

・平成27年度から護岸改修工事に着手し、この工事
による環境影響を評価するため、地形、底質、生物
等に係るモニタリング調査を実施しました。

２　護岸の安全確保の取組
　　（県土整備部河川環境課）
　　（県土整備部港湾課）

・引き続き、護岸の安全性を確保するため、
三番瀬における海岸保全区域内及び県が管理
する港湾区域内の護岸を巡視・点検する等、
適切に維持管理を行っていきます。 ・三番瀬における海岸保全区域内及び県が管理する

港湾区域内の護岸を巡視・点検する等、適切に維持
管理を行っています。



H28予算
（千円）

H29予算
（千円）
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第８節
環境学習・教育

11,142 9,622

9,846

- -

-

-

-

第９節
維持・管理

１　三番瀬再生・保全活動の支援
　　（環境生活部環境政策課）

・関係市や地域住民により行われるクリーン
アップ等の維持管理活動をはじめとする保全
活動や再生のための取組等の支援を行ってい
きます。

・「浦安三番瀬クリーンアップ大作戦」や「御菜
浦・三番瀬ふなばし港まつり」について後援を行う
など、三番瀬の再生・保全に係る活動の支援を行っ
ています。

１　環境学習・教育事業
（環境生活部循環型社会推進課）
（教育庁教育振興部指導課)
 (教育庁文化財課）

　三番瀬におけるこれまでの取組を生かし
て、地域の環境保全活動から学ぶ環境学習を
一層推進していきます。
・地域で取り組む環境保全活動を生かした環
境学習を推進するため、千葉県環境審議会に
おいて、環境学習に関する基本的な事項につ
いて審議・検討します。
・多様な環境学習の場を提供するため、環境
学習関連施設のほか、自然学校、フィールド
ミュージアムなど、貴重な自然に触れる体験
や、環境保全活動を実践できる場づくり、機
会づくりに努めます。
・地域において将来の環境教育を担う人材を
育成・確保するため、教員や県民を対象とし
た伝える力、教える力を身につけるための研
修や、こどもを対象とした感受性を豊かにす
る力を養う自然体験や施設見学などを内容と
した講座の開催等に努めます。また、育成さ
れた人材が学校や地域において積極的に活用
されるよう、必要な情報の提供に努めます。

・環境研究センター及び中央博物館等で、自然環境
学習等の環境に関するイベント（講座・シンポジウ
ム・展示会・観察会・講演会）を開催しています。
・環境学習や環境保全活動をすすめる指導者を養成
する講座を開催しています。

２　ビオトープネットワークの
　強化
　　（環境生活部自然保護課）

・ビオトープは、実践的な環境学習の場とし
て貴重なことから、引き続きビオトープ実施
講座を開催し、ビオトープの理念や手法など
の普及啓発を通じて、人材の育成・確保に努
めていきます。 ・ビオトープ実施講座を開催します。



H28予算
（千円）
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843 840

792

- -

-

- -

-

- -

-

第10節
再生・保全・利用の
ための制度及び
ラムサール条約への
登録促進

１　三番瀬の再生・保全・利用の
　ための条例の制定
　　（環境生活部環境政策課）

・引き続き、広報や三番瀬ミーティング等を
活用し、意見等の把握に努めます。

・三番瀬の再生・保全・利用について、広報を行う
とともに、三番瀬ミーティング等も活用し、様々な
意見等の把握に努めています。

２　ラムサール条約への登録促進
　（環境生活部自然保護課）

・引き続き関係者間の合意形成に向け、調整
を図っていきます。

・関係者と協議を行います。

２　三番瀬自然環境データベース
　の更新
　　（環境生活部自然保護課）

・引き続きデータベースについて、情報の追
加、維持・管理、県民への情報の提供を実施
していきます。

・平成２８年度に実施した調査結果及び三番瀬自然
環境総合解析で使用したデータを入力します。

３　三番瀬自然環境調査に対する
　支援
　　（環境生活部自然保護課）

・市民がモニタリングに主体的に参加する機
会を提供するため、引き続きモニタリングマ
ニュアルと調査器具を提供していきます。

・モニタリングマニュアルと調査器具を貸与する機
会を提供しています。



H28予算
（千円）

H29予算
（千円）

Ｈ28決算
（千円）

Ｈ29決算
（千円）

第3次事業計画に
おける節番号

第3次事業計画における事業名
（担当課）

29年度以降の方向性
（第3次事業計画評価に記載した
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29年度事業内容（見込含む）
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- -

-

1,468
（再掲）

1,468
（再掲）

0（再掲）

※予算、決算については、全県を対象とする場合等を含む。

第11節
広報

１　三番瀬に関する広報
　　（環境生活部環境政策課）

・引き続き、三番瀬のマスコットキャラク
ター、シンボルマーク及び標語については、
エコメッセinちばや三番瀬ミーティングなど
で活用していきます。
・引き続き、インターネットなどを活用しな
がら、情報の公開とわかりやすい情報の提供
に取り組みます。
・ふなばし三番瀬海浜公園の新しい環境学習
施設の中で、船橋市と連携して、三番瀬の広
報を行っていきます。

・エコメッセin ちば等のイベントを活用し、三番瀬
の魅力を発信しています。
・県ホームページを随時更新し、各種情報等を発信
しています。
・県が展示物の監修等について協力した、「ふなば
し三番瀬環境学習館」が７月１日にオープンしまし
た。

第12節
東京湾の再生につな
がる広域的な取組

１　国、関係自治体の広域的な
　取組
　　（環境生活部環境政策課)
     (環境生活部水質保全課)

・関係自治体、地域住民等との交流・連携を
深め、東京湾及び三番瀬の再生につながる広
域的な取組を推進します。

・東京湾の再生につながるイベントに対し後援を行
い、流域住民の東京湾再生への関心の醸成を図りま
した。

・第8次東京湾総量削減計画を策定し、化学的酸素要
求量（COD)、窒素、りんの負荷量の削減に取り組ん
でいます。



H28予算
（千円）

H29予算
（千円）

Ｈ28決算
（千円）

Ｈ29決算
（千円）

第２節
生態系・鳥類

8,314 7,541

7,907

16,787 2,160

16,712

- -

-

6,317 2,737

2,102

平成29年度三番瀬に係る事業票

第3次事業計画に
おける節番号

第3次事業計画における事業名
（担当課）

29年度以降の方向性
（第3次事業計画評価に記載した

今後の方向性）

29年度事業内容（見込含む）
（H29年10月末時点）

１　行徳湿地の保全と利用
　　（環境生活部自然保護課）

・三番瀬の後背湿地として貴重な干潟域を保
全するため、引き続き淡水供給や水路補修、
草刈りなどの湿地環境の維持管理を実施して
いきます。
・「行徳湿地の将来像」に示された具体的な
整備手法について検討を進め、可能なところ
から実施することにより、湿地環境の改善や
より一層の利用の促進を図っていきます。

・淡水供給や水路補修、草刈りなどの湿地環境の維
持管理を実施しています。

２　三番瀬の自然環境の調査
　　（環境生活部自然保護課）

・三番瀬自然環境総合解析による分析結果を
踏まえ、調査の方法や実施時期等について検
討していきます。

・三番瀬自然環境の把握のため鳥類経年調査を実施
しています。

第３節
漁業

１　豊かな漁場への改善の取組
（農林水産部水産局漁業資源課）

 ・引き続き、漁業者、地元市及び県が協力し
て漁場改善に取り組みます。
・漁場改善効果を把握するため、漁業者と共
同で底質及び生物等のモニタリング調査を継
続します。

・過去に実施した覆砂場所について、漁業者と連携
したモニタリング（底質調査、生物調査）を実施す
るとともに、東京湾北部浅海漁場再生事業連絡協議
会の運営を支援し、漁場再生事業の計画的かつ効率
的な推進に取り組んでいます。
・漁業者グループが行う干潟保全活動（覆砂、海底
耕うん、害敵生物の駆除等）を支援しています。

３　生物多様性の回復のための
　目標生物種の選定
　　（環境生活部自然保護課）

・引き続き、目標生物候補種の生息状況等に
ついて情報収集に努めるとともに、目標生物
種の選定に向け、関係者の合意形成に努めて
いきます。 ・目標生物候補種の生息状況等についての情報収集

に努めています。

資料３



H28予算
（千円）

H29予算
（千円）

Ｈ28決算
（千円）

Ｈ29決算
（千円）

第3次事業計画に
おける節番号

第3次事業計画における事業名
（担当課）

29年度以降の方向性
（第3次事業計画評価に記載した

今後の方向性）

29年度事業内容（見込含む）
（H29年10月末時点）

3,981 2,792

3,885

4,187 4,566

3,991

24,000 15,000

22,232

- -

-

２　ノリ養殖業・貝類漁業対策
（農林水産部水産局漁業資源課）

・今後も三番瀬の漁場特性や環境変化に対応
した漁場の行使やノリ網の管理方法など、養
殖管理技術の向上と改善の指導を継続してい
きます。また、新品種の普及・開発に引き続
き取り組んでいきます。
・アサリ生産の維持・増大対策として、網袋
の効果を検証するとともに、漁業者と連携し
たアサリ等の資源調査を継続し、調査データ
に基づくアサリ生態及び資源変動要因の研究
を進めていきます。
・引き続き、ハマグリ種苗の育成技術開発に
取り組んでいきます。

・三番瀬の漁場特性や環境変化に対応した漁場の行
使やノリ網の管理方法など、養殖管理技術の向上と
改善の指導を継続しています。また、新品種の普
及・開発に引き続き取り組んでいます。
・アサリ生産の維持・増大対策として、網袋による
育成試験を指導するとともに、漁業者と連携したア
サリ等の資源調査を継続し、調査データに基づくア
サリ生態及び資源変動要因の研究を進めています。
・引き続き、ハマグリ種苗の育成技術開発に取り組
んでいます。

３　漁業者と消費者を結ぶ取組の
　推進
　　（農林水産部水産局水産課）

・漁業者と消費者の結びつきを深めるため、
魚食普及促進に向け各種パンフレット等の配
布や「千葉ブランド水産物」への認定に向け
た取組及び認定後の認知度向上や販売促進の
取組支援等を継続的に実施していく中で、引
き続き、三番瀬の漁業に関わる様々な情報発
信を支援していきます。

・伊勢丹松戸店の「千葉県フェア（6月開催）」にお
いて、平成27年度にブランド認定した「江戸前船橋
瞬〆すずき」の試食販売を実施し、PRしました。

・真間川流域において、地下水位及び湧水量を調査
しました。
・真間川流域水循環系再生行動計画の進捗状況の確
認や、同計画に基づく総合的な施策の促進のため、
水循環系再生担当者会議を年1回開催します。

第４節
水・底質環境

１　海老川流域の健全な水循環系
　の再生
　　（県土整備部河川環境課）

・「海老川流域水循環系再生第三次行動計
画」の計画期間が平成27年度で終了したこと
から、目標の達成状況等を整理・検証の上、
「第四次行動計画」を策定し、引き続き、流
域市や地域住民等と連携して、海老川流域の
健全な水循環系の再生のための総合的な施策
を促進します。

・海老川流域水循環系再生第三次行動計画における
目標の達成状況等を整理・検証し、「第四次行動計
画」の策定に向けて検討を行います。
・公民館や環境イベントで海老川水循環再生に係る
啓発ポスターを展示しました。また、海老川流域で
開催される海老川市民親水まつり等でパンフレット
等の配布を行いました。

２　真間川流域の健全な水循環系
　の再生
　　（県土整備部河川環境課）

・引き続き、流域市や地域住民等と連携・協
働して、緑地の保全・回復、雨水浸透施設の
普及等の真間川流域の健全な水循環系の再生
のため総合的な施策を促進します。



H28予算
（千円）

H29予算
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Ｈ28決算
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300,000 260,000

157,290

20,957 19,356

13,795

1,468 1,468

0

9,032,088 6,828,976

7,680,903

- -

-

５　流域県民に対する啓発
　　（環境生活部水質保全課）

・引き続き、東京湾の水質浄化についての理
解と協力を得るために、広報・啓発活動を
行っていきます。
・第8次東京湾総量削減計画を策定し、負荷量
の削減に努めます。

・幕張メッセで開催された「エコメッセ2017inち
ば」に出展し、「東京湾のいきもの展示」や「貝類
による水質浄化実験」等を行うことによって、子ど
もたちを含む県民の方の水質改善に対する意識の高
揚を図りました。
・第8次東京湾総量削減計画を策定し、化学的酸素要
求量（COD)、窒素、りんの負荷量の削減に取り組ん
でいます。

３　合併処理浄化槽の普及
　　（環境生活部水質保全課）

・合併処理浄化槽への転換の促進に重点を置
くとともに、より高性能な浄化槽の普及が図
られるよう、引き続き流域市町村が実施する
浄化槽の設置促進事業に対する助成を行って
いきます。

・市町村が行う合併処理浄化槽設置促進事業に対
し、補助金の交付を行っています。
H29助成実績：設置補助1,328基（転換補助1,015基）
（見込み）

４　産業排水対策
　　（環境生活部水質保全課）

・引き続き、水質汚濁防止法における特定施
設の設置事業場に対し、定期的な立入検査を
実施し、改善指導等を行っていきます。
・第8次東京湾総量削減計画を策定し、汚濁負
荷量を削減するとともに、関連事業場に対し
て水質汚濁防止の徹底を求めていきます。

・水質汚濁防止法における特定施設の設置事業場に
対する立ち入り検査を行い、工場・事業場排水の汚
濁物質の削減対策に努めています。
H29延立入検査数：817件（採水立入653件、構造立入
164件）（見込み）
・第8次東京湾総量削減計画を策定し、化学的酸素要
求量（COD)、窒素、りんの負荷量の削減に取り組ん
でいます。

６　下水道の整備
  （県土整備部都市整備局
   下水道課）

・江戸川第1終末処理場の早期の供用開始を図
るため必要な施設を集約して配置し、この区
域を第１期区域として重点的に整備します。
なお、供用開始は、平成32年度を目標にして
います。

・江戸川第１終末処理場の水処理第１系列等の工事
を実施しています。

７　青潮関連情報発信事業
　　（環境生活部水質保全課）

・今後も、東京湾に青潮が発生した場合に、
水質調査等を実施して範囲や程度を確認し、
迅速に関係機関に情報提供を行ってまいりま
す。

・29年度は、6月14日～6月15日、6月19日～6月21
日、7月27日～8月1日、8月3日～8月7日、8月16日～8
月21日、8月28日～8月29日、9月1日～9月4日、10月
16日～10月20日の8回青潮の発生を確認し、県漁業資
源課、海上保安庁等の関係機関に情報提供を行いま
した。



H28予算
（千円）

H29予算
（千円）

Ｈ28決算
（千円）

Ｈ29決算
（千円）

第3次事業計画に
おける節番号

第3次事業計画における事業名
（担当課）

29年度以降の方向性
（第3次事業計画評価に記載した

今後の方向性）

29年度事業内容（見込含む）
（H29年10月末時点）

4,882 4,878

4,861

206,780 175,780

187,459

- -

-

- -

-

- -

-

８　貧酸素水塊情報の高度化
（農林水産部水産局漁業資源課）

・引き続き、漁業者と共同して観測を実施
し、沿岸浅海域を含めた高精度の貧酸素水塊
情報を提供していきます。
・青潮被害軽減シミュレーションシステムの
開発に着手するなど、具体的な貧酸素水塊対
策として想定される漁場環境改善手法やその
実施時に必要となる指標の検討に取り組みま
す。

・漁業者と共同で観測を実施し、沿岸浅海域を含め
た高精度の貧酸素水塊情報を提供しています。
・青潮被害軽減シミュレーションシステムの開発に
取り組んでいます。

第５節
海と陸との連続性・
護岸

１　市川市塩浜護岸改修事業
　　（県土整備部河川整備課）

・引き続き、護岸整備懇談会の意見を踏ま
え、背後地のまちづくり計画、海と陸との自
然な連続性に配慮しつつ、地域住民の利用や
生態系に配慮した護岸改修を行います。

・平成27年度から護岸改修工事に着手し、この工事
による環境影響を評価するため、地形、底質、生物
等に係るモニタリング調査を実施しました。

２　護岸の安全確保の取組
　　（県土整備部河川環境課）
　　（県土整備部港湾課）

・引き続き、護岸の安全性を確保するため、
三番瀬における海岸保全区域内及び県が管理
する港湾区域内の護岸を巡視・点検する等、
適切に維持管理を行っていきます。 ・三番瀬における海岸保全区域内及び県が管理する

港湾区域内の護岸を巡視・点検する等、適切に維持
管理を行っています。

第６節
三番瀬を活かした
まちづくり １　三番瀬を活かしたまちづくり

　の促進
　　（環境生活部環境政策課）
　　（県土整備部関係各課）

・引き続き地元市が進める三番瀬を活かした
まちづくりを、関係各課が地元市と情報交換
を行い、必要に応じ助言を行う等の支援して
いきます。 ・地元市との情報交換会等を通じて情報共有を図っ

ています。

第７節
海や浜辺の利用

１　ルールづくりの取組
　　（環境生活部環境政策課）

・ルールづくりの取組については、引き続
き、関係機関と意見交換を行いながら、三番
瀬の利用に係る施設等の情報を収集するとと
もに、必要に応じて、漁業者、地域住民、利
用者等の参加のもとで、利用形態に応じた新
たなルールづくりのための調整等を行いま
す。

・関係機関から三番瀬の利用に係る施設等の情報を
収集しています。
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第８節
環境学習・教育

11,142 9,622

9,846

- -

-

-

-

１　環境学習・教育事業
（環境生活部循環型社会推進課）
（教育庁教育振興部指導課)
 (教育庁文化財課）

　三番瀬におけるこれまでの取組を生かし
て、地域の環境保全活動から学ぶ環境学習を
一層推進していきます。
・地域で取り組む環境保全活動を生かした環
境学習を推進するため、千葉県環境審議会に
おいて、環境学習に関する基本的な事項につ
いて審議・検討します。
・多様な環境学習の場を提供するため、環境
学習関連施設のほか、自然学校、フィールド
ミュージアムなど、貴重な自然に触れる体験
や、環境保全活動を実践できる場づくり、機
会づくりに努めます。
・地域において将来の環境教育を担う人材を
育成・確保するため、教員や県民を対象とし
た伝える力、教える力を身につけるための研
修や、こどもを対象とした感受性を豊かにす
る力を養う自然体験や施設見学などを内容と
した講座の開催等に努めます。また、育成さ
れた人材が学校や地域において積極的に活用
されるよう、必要な情報の提供に努めます。

・環境学習や環境保全活動の指導者を養成する講座
を開催しました。
・自然環境学習等の環境に関する講座を開催しまし
た。
・環境に関連するイベントやシンポジウムを開催し
ました。また、環境に関する展示や、観察会、講演
会を実施します。

２　ビオトープネットワークの
　強化
　　（環境生活部自然保護課）

・ビオトープは、実践的な環境学習の場とし
て貴重なことから、引き続きビオトープ実施
講座を開催し、ビオトープの理念や手法など
の普及啓発を通じて、人材の育成・確保に努
めていきます。 ・ビオトープ実施講座を開催します。

第９節
維持・管理

１　三番瀬再生・保全活動の支援
　　（環境生活部環境政策課）

・関係市や地域住民により行われるクリーン
アップ等の維持管理活動をはじめとする保全
活動や再生のための取組等の支援を行ってい
きます。

・三番瀬の保全と再生を目的に開催される「御菜
浦・三番瀬ふなばし港まつり」について後援を行う
など、三番瀬の再生・保全に係る活動の支援を行っ
ています。



H28予算
（千円）

H29予算
（千円）

Ｈ28決算
（千円）

Ｈ29決算
（千円）

第3次事業計画に
おける節番号

第3次事業計画における事業名
（担当課）

29年度以降の方向性
（第3次事業計画評価に記載した

今後の方向性）

29年度事業内容（見込含む）
（H29年10月末時点）

843 840

792

- -

-

- -

-

- -

-

・市民がモニタリングに主体的に参加する機
会を提供するため、引き続きモニタリングマ
ニュアルと調査器具を提供していきます。

・モニタリングマニュアルと調査器具を貸与する機
会を提供しています。

第10節
再生・保全・利用の
ための制度及び
ラムサール条約への
登録促進

１　三番瀬の再生・保全・利用の
　ための条例の制定
　　（環境生活部環境政策課）

・引き続き、広報や三番瀬ミーティング等を
活用し、意見等の把握に努めます。

・三番瀬の再生・保全・利用について、広報を行う
とともに、三番瀬ミーティング等も活用し、様々な
意見等の把握に努めています。

２　ラムサール条約への登録促進
　（環境生活部自然保護課）

２　三番瀬自然環境データベース
　の更新
　　（環境生活部自然保護課）

・引き続きデータベースについて、情報の追
加、維持・管理、県民への情報の提供を実施
していきます。

・平成２８年度に実施した調査結果及び三番瀬自然
環境総合解析で使用したデータを入力します。

３　三番瀬自然環境調査に対する
　支援
　　（環境生活部自然保護課）

・引き続き関係者間の合意形成に向け、調整
を図っていきます。

・関係者と協議を行います。



H28予算
（千円）

H29予算
（千円）

Ｈ28決算
（千円）

Ｈ29決算
（千円）

第3次事業計画に
おける節番号

第3次事業計画における事業名
（担当課）

29年度以降の方向性
（第3次事業計画評価に記載した

今後の方向性）

29年度事業内容（見込含む）
（H29年10月末時点）

- -

-

1,468
（再掲）

1,468
（再掲）

0（再掲）

第11節
広報

１　三番瀬に関する広報
　　（環境生活部環境政策課）

・引き続き、三番瀬のマスコットキャラク
ター、シンボルマーク及び標語については、
エコメッセinちばや三番瀬ミーティングなど
で活用していきます。
・引き続き、インターネットなどを活用しな
がら、情報の公開とわかりやすい情報の提供
に取り組みます。
・ふなばし三番瀬海浜公園の新しい環境学習
施設の中で、船橋市と連携して、三番瀬の広
報を行っていきます。

・エコメッセin ちば等のイベントを活用し、三番瀬
の魅力を発信しています。
・県ホームページを随時更新し、各種情報等を発信
しています。
・県が展示物の監修等について協力した、「ふなば
し三番瀬環境学習館」が７月１日にオープンしまし
た。

第12節
東京湾の再生につな
がる広域的な取組

１　国、関係自治体の広域的な
　取組
　　（環境生活部環境政策課)
     (環境生活部水質保全課)

・関係自治体、地域住民等との交流・連携を
深め、東京湾及び三番瀬の再生につながる広
域的な取組を推進します。

・東京湾の再生につながるイベントに対し後援を行
い、流域住民の東京湾再生への関心の醸成を図りま
した。

・第8次東京湾総量削減計画を策定し、化学的酸素要
求量（COD)、窒素、りんの負荷量の削減に取り組ん
でいます。

※予算、決算については、全県を対象とする場合等を含む。


